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携帯電話の傾きにより声調を指定する中国語漢字入力手法

渋 谷 雄† 王 震†,☆

倉 本 到† 辻 野 嘉 宏†

本論文では，ピンイン入力時に携帯電話の傾きを用いて中国語の声調を指定することで選択候補の
個数を減らし，中国語漢字入力を高速化する手法を提案している．携帯電話の傾きを利用するため，
携帯電話の表面に入力インタフェースを追加する必要がなく，ピンインと声調を同時に入力すること
ができるために入力時間が増加しないという利点がある．提案手法を実装したプロトタイプを用いて
実験を行い，提案手法はピンイン入力のみによる従来手法に比べて，約 12%高速に入力できることを
示している．

Chinese Character Input Method
Specifying Tone by Tilting Mobile Phone

Yu Shibuya,† Zhen Wang,†,☆ Itaru Kuramoto†

and Yoshihiro Tsujino†

In this paper, an effective Chinese character input method with the mobile phone is pro-
posed. Compared with the conventional Pinyin method, the number of candidates is decreased
with specifying the Chinese tone by tilting the mobile phone. The tilt operation does not need
the additional input interface. Furthermore, the input time does not increase because the tone
input by tilting is simultaneously done with the Pinyin method. From the experimental eval-
uation, we show that the proposed method can input the Chinese character about 12% faster
than the Pinyin method.

1. は じ め に

中国における携帯電話加入件数は 3億を超え世界最

大の携帯電話市場になり，2004年 1月から 6月まで

の SMS（Short Message Service）取扱い件数は 1,000

億件弱に達している1)．確かに，SMSの市場は世界中

で急成長しているが，携帯電話の少ないキーを使って

文章を作成することは依然として煩雑で，このことが

多くのユーザを遠ざけている．特に中国語圏において

は，漢字を入力するプロセスがアルファベットに比べ

て複雑であるため，いかに簡単な入力方法を提供でき

るかが SMSのさらなる普及の大きな鍵を握っている．

2. 携帯電話における中国語漢字入力方式

中国語漢字の入力方式としては，発音で入力するピ
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ンイン方式と，書き順で入力するストローク方式の 2

方式が代表的である2),3)．ピンイン方式はアルファベッ

トで読みすなわち音節を入力する方式で，入力された

読みに対応する漢字が候補として提示され，その中か

ら目的の漢字を選択する方式である．ストローク方式

は，漢字を構成する点，横棒，あるいは縦棒などの部

品が割り付けられたキーを押下して，漢字を組み立て

る方式である．ストローク方式は，キーボードを用い

て入力を専門に行う人には用いられているが，一般に

は利用されていない．特にキーの数が少ない携帯電話

では，ピンイン方式が主に用いられている．

しかし，中国語には，読みの等しい漢字，すなわち

同音文字が多数存在する．このためピンイン方式によ

る入力では，同じ読みに対する候補が多数表示される

ために，目的の漢字を見つけるまでに時間を要する．

3. 提 案 手 法

中国語には，その他の言語と違い声調がある．声調

は，中国語のアクセントの一種で，一声から四声まで
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の 4種類があり，同音文字は各声調ごとにほぼ均等な

数に分けられることが知られている．そこで，本論文

では，ピンイン入力の際，キーを押すと同時に携帯電

話を 4方向（左/奥/右/手前）のいずれかに傾けて中

国語漢字の声調を指定することで選択候補の個数を減

らし，入力を高速化する手法を提案する．

なお，一般の携帯電話に登録されている簡体字中国

語文字（GB2312）に含まれる漢字は 6,763文字であ

り，漢字の読みすなわち音節は 410種類程度ある．し

たがって，1つの読み方に対して，同音文字は平均し

て，16 文字程度存在することになる．しかし，声調

で分けた場合，各声調ごとの候補は，平均して約 4文

字になるため，声調を指定することによる候補文字の

絞り込みは有効である．さらに，携帯電話の傾きを利

用することで携帯電話表面に入力インタフェースを追

加する必要がなく，ピンインと声調を同時に入力する

ことができるために入力時間が増加しないという利点

がある．

4. 評 価 実 験

4.1 目 的

提案手法を従来手法であるピンイン入力のみと比較・

評価するために実験を行った．

4.2 プロトタイプ

携帯電話型キーボード，小型液晶ディプレイ，およ

び傾きを検出するためのジャイロセンサによりプロト

タイプを作成した（図 1 参照）．なお，水平面を基準

とし，キーボードを奥方向に倒した場合を一声，左方

向を二声，手前方向を三声，そして右方向を四声とし

た．また，傾きの検出は，キーボードのキーが押下さ

れるごとに行い，検出時点での 4方向の傾きの角度の

うち最大のものを算出し，その方向に傾いたものと判

図 1 プロトタイプ
Fig. 1 Prototype.

定した．さらに，キーボードおよびジャイロセンサは

ケーブルで PCに接続されており，ピンイン入力，声

調の判定と漢字候補の絞り込み，および漢字の確定処

理等は PCで行い，各時点でのフィードバックをプロ

トタイプのディスプレイに提示した．

なお，一般の携帯電話におけるアルファベット入力

としては，マルチタップあるいは T9が用いられてい

る4)．携帯電話では各数字キーに 3 から 4 個のアル

ファベットが割り付けられているが，マルチタップは

目的のアルファベットが表示されるまで該当キーを複

数回押し，アルファベット列を構成していく手法であ

る．また，T9は，押下した各キーに割り付けられた

アルファベットの組合せから意味のある組合せのみを

入力アルファベット列の候補とする手法である．本プ

ロトタイプでは，マルチタップによるピンイン入力を

採用した．

4.3 方 法

実験タスク 1では，中国人であれば誰でも知ってい

る『唐詩選』の静夜思（20文字）を入力した．実験タ

スク 2 では，一定の時間（5 分），あらかじめ用意し

た電子メール用の文章を入力した．被験者は，携帯電

話を使って，ピンイン入力ができる中国人留学生 14

人とした．各被験者は，2つのタスクを従来手法と提

案手法で行い，計 4回の入力を行った．また，使用す

る手法の順序は被験者間でバランスをとった．なお，

測定項目は入力速度と入力エラー率である．ここでエ

ラーとは，指示された漢字とは異なる漢字を入力した

場合を指す．

4.4 結 果

入力速度を図 2 に示す．図 2 に示すとおり，実験タ

スク 1において，提案手法の入力速度（6.59文字/分）

は，従来手法の入力速度（6.13文字/分）よりも有意

に速かった（p < 0.05）．また，実験タスク 2におい

ても，提案手法による入力速度（6.68文字/分）は従

来手法による入力速度（5.71文字/分）よりも有意に

速かった（p < 0.05）．さらに，これらの実験結果に

より，提案手法は従来手法よりも約 12%高速に入力で

きることが分かる．

図 3 には，実験タスク 2において，入力開始後 1分

ごとの入力速度を示す．図 3 から分かるように，提案

手法では，時間が経過するにつれて，入力速度が速く

なった．

実験時のエラー率を図 4 に示す．図 4 から分かる

ように，提案手法と従来手法のエラー率はほぼ同じで

あった．なお，提案手法のエラーは，すべて選択ミス

であり，声調の入力ミスはなかった．
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図 2 文字入力速度
Fig. 2 Character input speed.

図 3 文字入力速度の推移
Fig. 3 Change of the character input speed.

図 4 入力エラー率
Fig. 4 Input error rate.

4.5 考 察

実験結果より提案手法が従来手法に比べて，入力速

度が速くなることが分かった．入力した文字のKSPC

（keystrokes per character）を調べると，提案手法

（8.8 回/文字）は従来手法（12.2 回/文字）より少な

くなっており，このことが入力速度が速くなる原因と

考えられる．

また，本論文では，ピンイン入力としてマルチタッ

プ方式を用いたが，中国では T9方式も多く利用され

ている．しかし，本論文で提案する手法は，ピンイン

構成後の漢字選択を高速化する手法であるため，マル

チタップおよび T9のいずれの方式においても中国語

漢字入力を高速化することが期待できる．

さらに，図 3 に示すように，実験タスク 2における

入力速度が，時間が経つにつれて速くなっていること

から，提案手法は慣れてくるとさらに効率的になると

分かる．本論文では，提案手法の使い始めの効率だけ

を評価したが，長期間の実験を行うことで，より速く

入力できることを示すことが可能であると思われる．

5. お わ り に

本論文では，携帯電話を用いた中国語漢字入力手法

として，ピンイン入力と携帯電話の傾きによる声調選

択を統合した手法を提案し，プロトタイプによる評価

実験を行い，提案手法が従来手法に比べて有意に優れ

ていることを示した．
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